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釧路保健医療福祉圏域連携推進会議構成団体の長 様 

 

釧路保健医療福祉圏域連携推進会議会長  

（北海道釧路総合振興局保健環境部長）  

 

令和７年度第１回釧路保健医療福祉圏域連携推進会議の開催結果について 

 令和７年（2025 年）４月３日付け釧保企第４５号により書面開催した標記会議の開催結果に

ついて、次のとおり報告いたします。 

 引き続き、本会議の運営にご協力いただきますよう、お願い申し上げます。 

記 

１ 釧路圏域地域推進方針の推進状況について（令和６年度） 

  下記のとおり意見の提出がありました。 

 

団体名           ご意見 回答 

釧路労災病

院 

 

 

 

○ がん検診受診率 

  胃・大腸・乳がんの受診率は令和６年度は全道より

高い。 

  一方で肺・子宮頸がんの受診率は令和６年度は全

道より低い。 

  それぞれ検診率向上のための方策が十分か、令和

７年 8月等でチエックが必要。 

  なお、そもそも上記５癌の検診率の全道平均は全

国からみてまだかなり低い。 

  その点で全道平均で満足すべきではなく、全国平

均を目指すべき。（参考データが無いので分かりませ

んが） 

左記ご意見に

対する事務局

回答は、別添

１のとおり 

釧路労災病

院 

○ 喫煙率 

  全道・全国ともに釧路がかなり高い。令和７年８月

のデータを見て、さらなる啓発活動を考えるべき。 

左記ご意見に

対する事務局

回答は、別添

２のとおり 
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別添１ 

がん検診受診率向上のため、市町村では個別の受診勧奨・再勧奨や、特定健診との同時実

施等の取り組みを行っているほか、北海道がん征圧・がん検診受診促進月間(毎年 9 月、10

月)に合わせたがん検診の普及啓発活動に取り組んでいるところです。 

また、令和６年度以降は、『受診率向上施策ハンドブック』（第 3 版）（厚生労働省発行）で

紹介されている、ナッジ理論やソーシャル・マーケティングの手法等を用いた全国自治体の

好事例の取組を取り入れ、検診受診率向上施策を推進しております。 

受診率については、国の「がん対策推進基本計画（令和 5 年、第 4 期）」において 60％以

上の達成が個別目標の一つに掲げられておりますが、住民全体の受診率は圏域別のデータが

ないため、釧路圏域地域推進方針では市町村が実施するがん検診受診率を掲載しております。

全国値と比較すると、5 がん全てにおいて受診率が低い状況にありますので、引き続き、検

診受診率向上施策の推進や、実施した取組の評価と改善を図り受診率向上を目指していく必

要があると考えております。 

 

(参考) 

【市町村が行うがん検診受診率(％)】※令和４年度地域保健・健康増進事業報告 

 胃がん 肺がん 大腸がん 子宮頸がん 乳がん 

全国 6.9 6.0 6.9 15.8 16.2 

全道 5.0 4.2 4.9 17.0 14.4 

釧路圏域 6.5 4.9 5.6 14.5 15.1 
 

 

 

別添２ 

喫煙率低下に向けた取組として、保健所及び管内市町村では、喫煙・受動喫煙が及ぼす健

康への影響についての普及啓発や、未成年者（20 歳未満の者）の喫煙をなくすことを目的と

した「喫煙防止教育」を小学生等に対して実施しているところです。 

また、令和６年９月に策定した、「釧路圏域健康づくり事業行動計画」においては、受動喫

煙防止を重点的な取組として位置づけており、保健所が中心となり、市町村や関係機関・団

体等と連携・協力を強化し、喫煙や受動喫煙が健康に及ぼす影響についての普及啓発や受動

喫煙防止対策に関する学習機会の確保等の取組を推進することとしております。 

 

 

 

 


